
今年も福岡県留学生会（FOSA フォサ）のご協力を得て、中央コミュニティセンターの多目

的室にて開催しました。今回は「誰でもできるスポーツを」と、ニュースポーツ、輪投げなど

上半身の動きが中心の種目を採用しました。例年に比べ少人数の開催となりましたが、３つの

チームが白熱した戦いを繰り広げました。 

☆福岡県留学生会（FOSA フォサ）とは

福岡県で学ぶ留学生等によって 1987 年に設立されました。平和・愛・友情を信条とし、県内在住の 

留学生の ①勉強や生活上の便宜を図ること ②互いの、また県民との交流によって相互理解と親睦を 

深めること ③国際的知識や視野を広げること を目的としています。毎年恒例の文化ショーなど 

さまざまなイベントを開催しており（➡３・４面）、当協会とは協力関係にあります。 

 

☆ニュースポーツとは

主に 20 世紀後半以降に考案・紹介されたスポーツの総称で、

年齢や体力にかかわらず誰でも、いつでもどこでも楽しめる 

スポーツとして注目されています。ルールがわかりやすく 

運動量が調節でき、勝負よりも楽しむことが重視されるため、 

レクリエーションや交流行事、体力づくりなどに採用されて 

います。 
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第６回 国際大運動会（2024.10.27） 

＊外国人参加者に質問しました＊ 

「故郷の学校で運動会はありますか？」 

・ある。綱引きも玉入れもある（パレスチナ） 

・ある。綱引きがある（タイ） ・学校全体ではなく、 

クラスで授業としてスポーツをする（フランス） 

・サッカーのクラスマッチがあった（エジプト）  



【スピーチコンテスト】 

受付やドアの開閉、来場者アンケートの回収と、記録写真の 

撮影を行いました。 

【JICA の展示】 

福岡県担当の JICA 国際協力推進員で、海外協力隊員 OB の 

吉原さんによる展示と、伝統衣装の試着コーナーのサポートを 

行いました。 

☆JICA（Japan International Cooperation Agency ジャイカ 独立行政法人国際協力機構）とは

日本の政府開発援助（ODA）を行う機関で、開発途上国・地域などへ技術面・資金面で協

力し、経済・社会の発展と国際協力の促進に寄与することを目指しています。 

専門家、ボランティアを現地へ派遣する事業がよく知られていますが、吉原さんのプレ 

ゼンテーションによれば、必要とされる専門技術が非常に多様化してきているそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の国際交流フェスティバルは、ステージではスリランカの舞踊、テントではスリランカ料理・

ウガンダの民芸品やコーヒー・オイスカの野菜の販売などを予定していました。ところが 

洪水警報の発令により、残念ながら中止せざるを得ませんでした。しかし、まどかぴあで開催 

されたスピーチコンテストと JICA の展示に協力し、充実した一日となりました。 

 

第 11 回 大野城市英語・日本語スピーチコンテスト / JICA 展示（2024.11.3） 

ことばの交流ひろば 

 

FOSA から応援に 
駆けつけてくれた 
スパコーンさん（タイ） 

ことばの交流ひろばでは、日本語教室の後、 

受講生と協会員がその日のテーマについて 

互いに学び、交流しています。最近は 

「日本の遊び」「成人式」「新年の行事」 

などについて学びました。また、今年も 

11 月 30 日には福岡市防災センターを訪問し、 

消火器の使用体験などを通して防災と 

災害時の対応について学習しました。 

 



受け入れ訓練の後は、避難者のためのベッドや 

駐車場に設置されたマンホールを利用したトイレ 

などを見学しました。反省会では、訓練や避難所の 

設備が外国人参加者から賞賛された一方、スタッフ 

からは言語・コミュニケーション面の難しさなどが 

課題として挙げられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

すこやか交流プラザにて開催しました。もとは FOSA 単独のイベントでしたが、会場の確保

などに協会が協力し共催することになりました。パレスチナ・ナイジェリア・タイ・東ティ 

モール・ウクライナの留学生が郷土料理に腕を振るい、その由来やどのような機会に食べる 

のかなどを語りました。他の参加者も調理を手伝い、完成後は楽しく食卓を囲みました。 

今年も市民総ぐるみ防災訓練が行われ、協会は東コミュニティセンターにて外国人避難者の

受け入れ訓練に通訳として参加しました。協会は大野城市と「災害時における外国人支援 

への協力に関する協定」を結んでおり、これに基づいて訓練にも参加しています。今回は、

協会の運営委員を務めたこともあるバックさん（ベトナム出身）のご協力を得て、職業 

研修で来日している多くの外国人の方に、避難者役として参加していただきました。 

市民総ぐるみ防災訓練（2024.1１.30） 

国際料理イベント（2024.12.８） 

☆市民総ぐるみ防災訓練とは

市内全ての公民館、コミュニティ 

センター、小・中学校などが一斉に 

行い、子どもから高齢者まで全ての 

市民が参加できる、総合的な防災訓練

です。 

＊メニュー＊ 

【パレスチナ】 

・「マクル—バ」（「ひっくり返す」の意）、ヨーグルト・アー 

モンド添え…名前の通りひっくり返して皿に載せると、皆から 

歓声が上がりました。 ・「貧しい人の肉」と言われるレンズ豆の

スープ ・サラダ…多くの色彩があることが健康的と考えられて

いるそうです。 

【ナイジェリア】 

・「モインモイン」…豆のプディング。結婚や妊娠・出産などの 

際によく食べるとのことです。 

【タイ】 

・「ヤム・タワイ」…冬の料理で、特別な機会に食べるそうです。 

【東ティモール】 

・「ロトク」、「ブドゥ」添え…朝ごはんによく食べるそうです。 

【ウクライナ】 

・ポテトパンケーキ、香菜とサワークリーム添え 
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国際交流パーティー 

2 月 22 日（土）14～16 時 

大野城市社会福祉協議会（総合福祉センター）3 階 大会議室 

今回はティーパーティーです。楽しいひとときを過ごしましょう！ 

FOSA（福岡県留学生会）文化ショー  

（11.17 アクロス福岡） 

福岡県内の学校に通う留学生の皆さんが、歌や踊り 

などのパフォーマンスと伝統衣装のファッション 

ショーをしました。運動会や料理教室でおなじみの 

会長ダニアさんも故郷のドレスで登場しました。 

 

大野城市国際交流協会事務局：市役所 3 階 コミュニティ文化課内 

Tel:  090-2067-3173   

Fax:  092-573-7791   email:  begin@city.onojo.fukuoka.jp 

 

 

編集後記 

少し暖かくなったかと思えばまた寒さが戻って来る、ということを繰り返しながらも 

春は近づいてきています。２０２５年が皆様に、心温まる交流やわくわくする 

楽しい体験を運んできますように。（T） 

 

 

令和 6 年度大野城市表彰 

（11.10 まどかぴあ） 

大野城市では、まちづくりへの貢献や 

市民の模範となる善行、スポーツ等で 

著しい活躍をした人や団体を表彰してい 

ます。今年度は「国際交流活動を通じて 

地域の国際化の推進に貢献した」として、協

会員の有馬さんと高向さんが表彰され 

ました。おめでとうございます！ 

 

             第 25 回 総会 

4 月 12 日（土） 

※時間・会場は未定です。 


